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食品添加物および食中毒菌に対する消費者の不安感の強さと、「食品の安全性」に関連する意識・
行動の関係を明らかにするため、2010年、2012年および2014年の4月につくば市で行われた研究所一
般公開の来客者を対象として、自記式多肢選択方式のアンケート調査を行った。

図2．各種ハザードに対する不安感の強さ

表1．不安感の強さの間の順位相関係数 表2．食に対する意識と不安感の強さの関係

図１．回答者の年齢構成

本結果から、不安感や不信感を背景とする天然・無添加志向や
「サプリメント・健康食品＝常に無害」という発想の存在を示唆する
調査結果であり、適切なリスクコミュニケーション活動が必要であると考えられた。

※相関係数が大きいほど、相関性が高い

18歳以上の男女（高校生を除く）を
アンケート対象とした

合成色素・保存料、残留農薬
および放射性物質に対して

不安感が強い人は、
「オーガニック」「無添加」の
商品を安全だと思う傾向がある


	スライド番号 1

